
昭
和
四
十
四
年
建
設
省
令
第
五
十
五
号

地
価
公
示
法
施
行
規
則

地
価
公
示
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
二
条
第
一
項
、
第
三
条
、
第
五
条
、
第
六
条
第
五
号
、
第

二
十
二
条
第
七
項
、
第
二
十
三
条
第
三
項
、
第
二
十
五
条
第
二
項
、
附
則
第
二
項
及
び
附
則
第
三
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
地
価
公
示
法
施
行
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

（
公
示
区
域
）

第
一
条
　
地
価
公
示
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
公
示
区
域
は
、
都

市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
都
市
計
画
区
域
及
び
土
地
取
引
が
相
当

程
度
見
込
ま
れ
る
区
域
（
都
市
計
画
区
域
を
除
く
。
）
で
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
も
の
と
す
る
。

２
　
国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
区
域
を
定
め
た
と
き
は
、
こ
れ
を
告
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
標
準
地
の
価
格
判
定
の
基
準
日
）

第
二
条
　
法
第
二
条
第
一
項
の
標
準
地
の
価
格
判
定
の
基
準
日
は
、
一
月
一
日
と
す
る
。

（
標
準
地
の
選
定
）

第
三
条
　
法
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
標
準
地
の
選
定
は
、
土
地
の
用
途
が
同
質
と
認
め
ら
れ
る
ま
と
ま
り
の
あ
る
地

域
に
お
い
て
、
土
地
の
利
用
状
況
、
環
境
、
地
積
、
形
状
等
が
当
該
地
域
に
お
い
て
通
常
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

一
団
の
土
地
に
つ
い
て
行
な
う
も
の
と
す
る
。

（
鑑
定
評
価
書
の
記
載
事
項
）

第
四
条
　
法
第
五
条
の
鑑
定
評
価
書
の
記
載
事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
法
第
六
条
第
一
号
、
第
三
号
及
び
第
四
号
並
び
に
次
条
各
号
に
掲
げ
る
事
項

二
　
鑑
定
評
価
額
及
び
価
格
判
定
の
基
準
日

三
　
鑑
定
評
価
額
の
決
定
の
理
由
の
要
旨

四
　
鑑
定
評
価
を
行
な
つ
た
不
動
産
鑑
定
士
の
氏
名
及
び
住
所

２
　
前
項
第
三
号
の
鑑
定
評
価
額
の
決
定
の
理
由
の
要
旨
に
お
い
て
は
、
標
準
地
の
鑑
定
評
価
に
お
い
て
採
用
し
た

資
料
及
び
標
準
地
に
つ
い
て
の
土
地
の
客
観
的
価
値
に
作
用
す
る
諸
要
因
を
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
ら
と
鑑
定
評
価

額
と
の
関
連
を
明
確
に
す
る
も
の
と
す
る
。

（
官
報
で
公
示
す
べ
き
事
項
）

第
五
条
　
法
第
六
条
第
五
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
官
報
に
公
示
す
べ
き
事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の

と
す
る
。

一
　
標
準
地
に
関
し
住
居
表
示
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
十
九
号
）
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
る

住
居
表
示
が
な
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
住
居
表
示

二
　
標
準
地
の
前
面
道
路
の
状
況

三
　
標
準
地
に
つ
い
て
の
水
道
、
ガ
ス
供
給
施
設
及
び
下
水
道
の
整
備
の
状
況

四
　
標
準
地
の
鉄
道
そ
の
他
の
主
要
な
交
通
施
設
と
の
接
近
の
状
況

五
　
標
準
地
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
そ
の
他
法
令
に
基
づ
く
制
限
で
主
要
な
も
の

六
　
前
各
号
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
標
準
地
の
鑑
定
評
価
に
お
い
て
採
用
し
た
資
料
及
び
標
準
地
に
つ
い
て
の

土
地
の
客
観
的
価
値
に
作
用
す
る
諸
要
因
に
関
す
る
事
項
で
土
地
鑑
定
委
員
会
が
必
要
と
認
め
る
も
の

（
身
分
証
明
書
の
様
式
）

第
六
条
　
法
第
二
十
二
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
身
分
証
明
書
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
一
の
と
お
り
と
す
る
。

（
裁
決
申
請
の
方
法
）

第
七
条
　
法
第
二
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
）
第
九
十

四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
裁
決
を
申
請
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
二
の
様
式
に
従
い
、
同
条
第
三
項

各
号
（
第
三
号
を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
裁
決
申
請
書
を
収
用
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
旅
費
及
び
報
酬
）

第
八
条
　
法
第
二
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
不
動
産
鑑
定
士
に
支
給
す
る
旅
費
は
、
鉄
道
賃
、
船
賃
、
車
賃
、

宿
泊
料
及
び
日
当
と
し
、
そ
の
算
定
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一
　
鉄
道
賃
及
び
船
賃
は
、
鉄
道
又
は
汽
船
を
通
ず
る
水
路
に
つ
い
て
、
国
土
交
通
大
臣
が
相
当
と
認
め
る
鉄
道

賃
又
は
船
賃
の
額
に
相
当
す
る
額
と
し
、
車
賃
は
、
陸
路
（
鉄
道
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
、
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

に
つ
き
十
一
円
以
内
に
お
い
て
、
国
土
交
通
大
臣
が
相
当
と
認
め
る
額
と
す
る
。

二
　
宿
泊
料
は
、
東
京
都
（
特
別
区
の
区
域
に
限
る
。
）
、
京
都
市
、
大
阪
市
、
名
古
屋
市
、
神
戸
市
及
び
横
浜
市

に
つ
い
て
は
、
一
日
に
つ
き
三
千
七
百
円
以
内
、
そ
の
他
の
地
域
に
つ
い
て
は
、
一
日
に
つ
き
三
千
三
百
円
以

内
に
お
い
て
、
国
土
交
通
大
臣
が
相
当
と
認
め
る
額
と
す
る
。

三
　
日
当
は
一
日
に
つ
き
七
百
五
十
円
以
内
に
お
い
て
、
国
土
交
通
大
臣
が
相
当
と
認
め
る
額
と
す
る
。

２
　
法
第
二
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
不
動
産
鑑
定
士
に
支
給
す
る
報
酬
は
、
標
準
地
の
鑑
定
評
価
に
要
し
た

時
間
及
び
費
用
並
び
に
法
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
標
準
地
の
鑑
定
評
価
を
求
め
た
場
合
（
法
第
二
十
五
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
標
準
地
の
鑑
定
評
価
を
命
じ
た
場
合
を
除
く
。
）
に
、
不
動
産
鑑
定
士
に
対
し
て
、
通
常

支
払
わ
れ
る
額
を
考
慮
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
額
と
す
る
。

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
最
初
に
行
な
う
地
価
の
公
示
）

２
　
法
附
則
第
二
項
の
建
設
省
令
で
定
め
る
日
は
、
昭
和
四
十
五
年
四
月
一
日
と
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
六
年
二
月
九
日
建
設
省
令
第
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
附
則
別
表
は
、
昭
和
四
十
六
年
一
月
一
日
か
ら
適
用
す

る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
七
年
一
二
月
二
三
日
建
設
省
令
第
三
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
九
年
六
月
八
日
建
設
省
令
第
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
九
年
六
月
二
六
日
総
理
府
令
第
三
九
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
八
月
一
四
日
総
理
府
令
第
一
〇
三
号
）

こ
の
府
令
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
十

三
年
一
月
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
七
月
二
六
日
国
土
交
通
省
令
第
八
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
一
二
月
二
八
日
国
土
交
通
省
令
第
一
一
八
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
地
価
公
示
法
第
二
条
第
一
項
の
都
市
計
画
区
域
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
四
十
六
年
建
設
省
令
第
三
号
）
は
、
廃

止
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
一
月
二
七
日
国
土
交
通
省
令
第
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
八
年
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
地
価
公
示
法
施
行
規
則
等
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
五
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
不
動
産
鑑
定
士
補
で
あ
る
者
及
び
改
正
法
附
則
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
同
法
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
不
動
産
の
鑑
定
評
価
に
関
す

る
法
律
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
以
後
に
不
動
産
鑑
定
士
補
と
な
っ
た
者
に
つ
い

て
は
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
地
価
公
示
法
施
行
規
則
第
四
条
第
一
項
第
四
号
及
び
第
八
条
並
び
に
第

三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
標
準
地
の
鑑
定
評
価
の
基
準
に
関
す
る
省
令
第
一
条
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力

を
有
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
二
月
二
三
日
国
土
交
通
省
令
第
九
八
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
三
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

1



（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取

り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

別
記
様
式
第
一

別記様式第一
（表）

第 号
身 分 証 明 書

住所

氏名
ふりがな

職名又は資格

上記の者は、地価公示法第22条第１項の規定により、土地に立ち入ることができる者であ

ることを証する。

交付年月日 年 月 日

有 効 期 限

土地鑑定委員会 印

（裏）

地価公示法抜すい

（土地の立入り）

第22条 委員又は委員会の命を受けた者若しくは委任を受けた者は、第2条第 1項の規定に

よる鑑定評価若しくは価格の判定又は第 3条の規定による標準地の選定を行うために他人

の占有する土地に立ち入つて測量又は調査を行なう必要があるときは、その必要の限度に

おいて、他人の占有する土地に立ち入ることができる。

6 第 1 項の規定により、他人の占有する土地に立ち入ろうとする者は、その身分を示す証

明書を携帯し、関係人の請求があつたときは、これを提示しなければならない。

別
記
様
式
第
二

（
略
）
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